
注⽬講演

講演者名の表記
〇(M1)応物 太郎、応⽤ ⼀郎、湯島 花⼦、本郷 次郎

〇がついているのが講演者

(例)
この部分は在籍学年を意味します。

B 学⼠課程あるいはそれに準ずる課程在籍者
M1 博⼠前期課程1年在籍者
M2 博⼠前期課程2年在籍者

D 博⼠後期課程在籍者
P ポスドク

(M1)→(M1C)、(D)→(DC)、(P)→(PC)と表⽰されている場合
求職中であることを意味します。

講演者が求職中であることを明⽰できるよう、キャリアエクスプローラーマークがございます。
詳しくは以下URLをご覧ください。
http://www.jsap.or.jp/activities/annualmeetings/CEmark.html

講演会企画運営委員会，プログラム編集委員会では，各分科に投稿された講演の中から，学術的・社会的インパクトの観点
より，別表に⽰す17件を注⽬講演として選定しました．是⾮ご参加ください．

中分類 講演番号 講演タイトル 名前 所属

1.6 超⾳波 20p-S322-17 アンテナ発振⾮接触圧電センサによる薄膜の形態変化モニタリング⼿法の開発 ⽩岩 裕⼀郎 阪⼤

2.1 放射線物理⼀般・検出器基
礎 21p-W810-1 マイクロビーム放射線治療に⽤いる⾼線量・⾼空間分解能X線計測を⽬的とした線量計測技術の開発 岡⽥ 豪 奈良先端⼤

2.3 放射線応⽤・発⽣装置・新
技術 22p-W833-4 超⾼感度迅速放射性炭素同位体分析装置の開発 (1) 全体概要 井⼝ 哲夫 名⼤

3.4 ⽣体・医⽤光学 21p-S422-8 周波数分割多重化された蛍光共焦点顕微鏡法の⾼速化 三上 秀治 東⼤

3.4 ⽣体・医⽤光学 21p-S422-15 多波⻑⾛査型⼲渉顕微鏡による⽣体内部のen-face断層振動計測 崔 森悦 新潟⼤

3.9 テラヘルツ全般 22a-H135-11 有機分⼦結晶のTHz-FELアブレーションの励起周波数依存性 永井 正也 阪⼤

3.11 フォトニック構造・現象 22p-S621-3 フォトリソグラフィで作製したQ値100万を越えるシリコンフォトニック結晶ナノ共振器 芦⽥ 紘平 ⼤阪府⽴⼤

6.4 薄膜新材料 21p-H103-12 ⽔素前⽅散乱測定を⽤いたBaH2のヒドリドイオン電界応答観察⽔素前⽅散乱測定を⽤いたBaH2のヒドリドイオン電界応答観察 ⼤⼝ 裕之 東北⼤

8.3 プラズマ成膜・表⾯処理 22a-W611-6 プラズマ励起化学気相堆積法で成⻑したアモルファスカーボン膜の吸収端近傍X線吸収微細構造における⾼周波電⼒依存性 杉浦 啓嗣 名⼤

8.7 プラズマ現象・新応⽤・融
合分野 19p-W611-11 ⽔中密閉型気液界⾯プラズマ反応によるCO2から過ギ酸の合成（Ⅰ） 橘 邦英 ⼤阪電気通信⼤

9.5 新機能材料・新物性 20p-S323-7 強い相対論効果を持つ⾮磁性半⾦属InBi単結晶における巨⼤磁気抵抗 ⼤川 顕次郎 東⼯⼤

10.4 半導体・有機・光・量⼦
スピントロニクス 19p-W241-7 Quantum manipulation of spins in diamond via magnetic field gradients Keigo Arai MIT

13.3 絶縁膜技術 20p-S221-1 コンダクタンス法による⼆硫化モリブデンMOS界⾯特性評価 ⼩澤 悠平 東⼤

13.7 ナノ構造・量⼦現象 20a-S223-3 表⾯In(Ga)As量⼦ドット仕事関数の歪依存性 ⼩林 知弘 豊⽥⼯⼤

15.3 III-V族エピタキシャル結
晶 21p-H112-10 GaN(10-10)上へのウルツ鉱構造AlInPの成⻑と緑⾊発光 福井 孝志 北⼤

17.2 グラフェン 22a-S011-8 グラフェンサンドイッチ構造を利⽤した液体の透過型電⼦顕微鏡観察⼿法の開発と応⽤ 佐々⽊ 祐⽣ 名⼤

21.1 合同セッションＫ
ワイドギャップ酸化物半導体材料・
デバイス

22a-S222-8 アモルファス酸化物半導体をホストとする蛍光体薄膜の室温作製 神⾕ 利夫 東⼯⼤
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